
2025年11月

親子で、たくさんの方

の参加を待ってます。

場所：前波ふれあい農園

問合せ先：中恵土地区センター 電話：６２－８７２２

予備日：１６日（日）



可児市地域包括支援センターだより
地域包括支援センターは介護が必要な方の医療・介護・福祉についての総合相談窓口です。

回覧

可児市地域包括支援センター TEL 0574-62-1111
広見・広見東・中恵土地区の方のお問い合わせ、ご相談先は…

フォローアップ研修 要予約・受講無料

認知症について、さらに学びを深めることを目的に脳神経外科の
医師より専門的な目線から認知症について学びます。

日時：１１月１８日（火）１３：３０～１５：００
場所：福祉センター１階大ホール

内容：『認知症について学びを深める』
講師：JCHO可児とうのう病院 梶田 泰一 院長

予約はインターネットまたは電話（62-1111）

50sinceオレンジカフェ

日 時 ： 11月２6日（水）14：00～15：00
時間内出入り自由

参加費 ： ドリンクバー代450円（お菓子付）

場 所 ： 50since
CTKケーブルテレビ可児 １階

予約不要

１１月１１日は『介護の日』
介護についての理解と認識を深めるための啓発を重点的に実施する日と
して「１１月１１日（いいひ いいひ）」を「介護の日」と定めています。
この機会に介護への理解を深めましょう！

認知症
サポーター

エンディングノート
高齢福祉課で無料配布しています

これまでの人生を振り返ったり、いずれ訪

れる人生の終わりを見据え、

家族や友人に伝えたい想い

やいなくなった後の手続き

を書き留めるノート

です。





日 月 火 水 木 金 土

1

2 3　文化の日 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 勤労感謝の日 24 振り替え休日 25 26 27 28 29

子育てパートナー（相談員）が在籍しています！

子育てに関する悩み・心配・気になることなど

気軽にご相談ください。

【相談時間】　

　月・水・金（10：00～15：00）

　相談員がいる場合、上記の曜日・時間以外でも

ご相談いただけます。

予約等は必要ありませんが、不在の時もあります

のでご確認のうえ来館されることをお勧めします。

　

《開館時間》８:３0～21:00　　　《休館日》第1土曜日　　　《利用対象》幼児（保護者同伴）・小学生・中学生・高校生　　

《子育て相談日》毎週月・水・金曜日10:00～15:00　　　　《指定管理者》シダックス大新東ヒューマンサービス（株）
 

にこっとだより 

おやすみ

令和７年 10月15日

中央児童センター

にこっと

 （TEL） 62-3340

 （FAX）62-3357

回 覧

児童センターの

ホームページです。

行事予定や活動の

様子がみられます。

【子育て相談】　

にこっとタイム　　　

11月のにこっとカレンダー

手芸クラブ

（会員）

このマークの日はお話タイムがあります

「手あそび」・「よみきかせ」をします

11：00～　参加は自由　申込み不要　

手芸クラブ

（会員）

●児童センターでは現在、利用されるすべての皆様に利用登録をお願いしております。

●お済みでない方は、各センターにて登録をお願いします。また、登録済みの方で変更が

　ある方はお知らせください。

●小学校・中学校・高校へ入学される方は再登録をお願いします。

　また、高校生は1年～3年全ての方に登録（または再登録）をお願いします

児童センター 利用登録のお願い

わくわく工作
（ 松ぼっくりの
　　オーナメント　）

すくすくひろば

　　　　　　　　　　　　　　　

ドッジボール

縄跳び測定

にじいろ講座

【にじいろ講座】　by にじいろクラブ

　　　　　　　　　　　　　　（中央児童センター母親クラブ）

がんばる子育てから“心地いい子育て”へ
　呼吸・声・ことばの力を知って「整う」ことを体で

感じていきます。こころが響き合う、やさしい時間を

過ごしましょう

日　時：11月25日（火）　

　　　　　10：00～11：00

場　所：中央児童センター

講　師：楓香さん　（看護師・マヤ暦）

申込み：10/14（火）～

ぐんぐんひろば

にこにこひろば

（親子えいご）

はぐはぐベビー

縄跳び測定

おたより内容の変更・訂正など

こちらからご確認いただけます。

縄跳び測定

ぐんぐんひろば

にこにこひろば

30

縄跳び測定



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　11月生まれの子のお誕生日会をしますよ！
　手あそび・読み聞かせ ＆

　お誕生日メダルと「HAPPY BIRTHDAY♪」の

　歌のプレゼントがあります！事前の申し込みは不要です。　

　来館時に「誕生月です」とお知らせください。

　　☆お誕生月以外の子も参加できますよ！

　　　みんなでお祝いしましょう！

【にこっとタイム】　　
日　時：11月20日（木）　

　　　　10：40頃～

お茶・汗ふきタオルをもってきてね！

【スポーツしよう！ドッジボール】　　

　 11月 8日（土）　14：00～14：30

【はぐはぐベビー】（0歳児）　　

★交流会

　足形をとります
日　時：11月19日（水）
　　　　10：30～
定　員：10組
申込み：10/22（水）～
　　　　（定員になり次第しめ切り）

対象：0歳のお子様

（１歳になる月まで参加可）と保護者

★ふれあいあそび・ふわふわあそび
日　時：11月11日（火）

　　　　10：30～11：00

定　員：10組

申込み：10/14（火）～

　　　（定員になり次第しめ切り）

【すくすくひろば】（0歳児）　　

対象：概ね6ヶ月から令和6年4月1日

　　　生まれまでのお子様と保護者

　ぐんぐんひろば（1歳児）　　　にこにこひろば（2歳児）　　

申込み：当日　

対　象：小学生

【チャレンジしよう！】

　　親子で楽しくえいごであそぼうよ！

プチ工作もあります！　

誰でも参加できるので

気軽に参加してね！

エアトランポやふうせん
遊び、スカーフ遊び、
ふわふわした遊びを
　　　　　しますよ！

定　員：各10組

講　師：片岡　あゆみ先生

対　象：ぐんぐんひろば・にこにこひろばの参加対象者

申込み：10/17（金）～　（定員になり次第しめ切り）

【ぐんぐんひろば】（１歳児）　　 【にこにこひろば】（２歳児）　　

★エアトランポ
日　時：11月14日（金）

　　　　10：30～11：00

定　員：10組

申込み：10/17（金）～

　　　（定員になり次第しめ切り）

★　秋あそび
　　～はっぱや木の実であそぼう・つくろう～

日　時：11月18日（火）

　　　　10：30～11：00

定　員：10組

申込み：10/17（金）～

　　　（定員になり次第しめ切り）

対象：今年度２歳になるお子様と保護者 対象：今年度3歳、または４歳になる未就園の

　　　お子様と保護者

【わくわく工作】

　11月22日（土）

　13：30～15：00

おおきな松ぼっくりの
　　　オーナメントを作ろう！
対　象：小学生　　申込み：10月18日（土）～

定　員：10名　     持ち物：作品を持ち帰るふくろなど　　　　

　　大きな

　まつぼっくりを

すてきにデコレーション

してみましょう！
１０月のわくわく工作

　なわとび測定にチャレンジしよう！

　　毎週土曜日　15：00～16：00

　　　（行事開催時間中は測定はしません）

ぐんぐんひろば：10：15～10：45

にこにこひろば：11：00～11：40



１８日（火）１０：３０

「くねくねおもちゃ」

対象：あんよができるまでの未就園児親子

定員：１０組 申込：受付中

★くねくね動くおもちゃを作って遊んでみよう♪

日 月 火 水 木 金 土

１

２

おやすみ

３

文化の日

おやすみ

４

お誕生日会

子育て相談日

５

シークレット

講座

６

お誕生日会

子育て相談日

７

のびのび

子育て相談日

８

９

おやすみ

１０ １１

子育て相談日

１２ １３

子育て相談日

１４

のびのびプラス

子育て相談日

１５

１６

おやすみ

１７

おやすみ

１８

ハイハイ

子育て相談日

１９
キラキラタイム＆

かねやまっこ

サロン

ジーカン

リサイクルン

２０

ジーカン

リサイクルン

子育て相談日

２１

のびのび

ジーカン

リサイクルン

子育て相談日

２２

２３/３０
勤労感謝の日

おやすみ

２４

振替休日

おやすみ

２５

子育て相談日

２６

ひよこ・こっこ

タイム

２７

子育て相談日

２８

子育て相談日

２９

回覧

19 日（水）１０：００

「親子の成長アート」

対象：未就園児親子

定員：15 組 申込：受付中

★親子で手形足形を使ってかわいいアート作品を作

りましょう♪

26 日（水）１０：0０ 申込 10/16（木）～

「からだにおなかにいい話♥

～よく噛んで親子で腸活～」「栄養相談」

対象：未就園児親子 定員：１０組

おなかのトラブル解決策お教えします♪

※４館のうち、参加は一回のみです

令和７年 10 月１５日発行 TEL 59-2113 FAX 59-2118

【開館時間】8：30～17：00

【休館日】日曜日、祝日、第１・３月曜日

【ランチタイム】12：00～13：00（児童室）

【子育て相談日】火・木・金曜日 10:00～15:00

【指定管理者】シダックス大新東ヒューマンサービス(株) ホームページ・インスタがスマホから

見られます！

「セレクト工作」

やりたい工作をえらんでできます！

どんな工作ができるか？先生にきいてね。

夏休みにできなかった工作もあるかも！



１９日（水）・２０日（木）・２１日（金）

10：00～15：00 持ち物：持ち帰り用袋

（最終日は 14：30 まで）

※リサイクル品の持ち込みは常時ＯＫです

※まだ使えるおもちゃもぜひ、お持ち下さい。

肌着はご遠慮ください。

※お持ちいただくものは、洗濯や消毒をお願いします

『ふっくらフクロウ』

対象：幼児親子

★実施日：活動がない時間

（活動がある日の午前中は

できません）

※お声掛けください。

※材料が無くなり次第終了！

時間：10：30 定員：各 15 組

対象：あんよができるようになった未就園児親子

申込：受付中

７日（金）「電車ごっこ」

★みんなで電車に乗って出発！行先はどこ？

21 日（金）「玉入れ遊び」

★玉入れに挑戦！うまく入れられるかな？

お願いします

（乳幼児品限定）

４日（火）・６日（木）10：00～11：30

対象：幼児親子 ※申込なし

★身長・体重測定、手遊び、絵本の読み聞かせ

★ろうそくの火を吹き消す体験をします

活動のない日

１１：００～１２：００ごろ

◎体操、手遊び、絵本の読み聞かせ

◎ランチタイム・退館のタイミング

でお気軽にお声がけください

５日（水）10：00「子育て診断」

対象：幼児親子 定員：５組 講師：菊 貴世先生

（子育て診断＆ファイナンシャルプランナー）

★こどもとどう向き合ったらいいか？かかわり方の

ヒントが見つかるかもしれませんよ！

のびのびプラス：せんろはつづく

シークレット講座

のびのび

サーキットあそび

のびのび：絵の具あそび

～音に合わせてあそぼう～

１４日（金）10：30

「たいこをたたいてみよう」

対象：2 歳以上未就園児親子

定員：１２組 申込：受付中

★大きな音、小さな音、どんな音が出るかな♪

これから感染症が流行する季節です。換気のた

めに室内の気温が低くなる場合があります。

ご理解とご協力お願い致します。



交番
広報紙

【発行】 令和７年11月１日
可児警察署 署所在地交番

0574-61-0110

回 覧

警察安全相談ダイヤル♯９１１０ 可児警察署ホームページ ☞

11月号

早めのタイヤ交換で
冬 の交通事故防止！

凍結した路面は事故が発生
しやすくなります。
早めにスタッドレスタイヤに
交換しましょう！

また、積雪・凍結時の運転は
急ブレーキ
急アクセル
急な車線変更
を避けましょう！

『高齢者』が『幸齢者』であるために！

・県外から自宅へ無事かえる！

・買い物から自宅へ無事かえる！
・行楽旅行から自宅へ無事かえる！

・横断歩行者優先で福かえる！
・道のゆずり合いで福かえる！
・思いやり運転で福かえる！

・ヘルメット着用で若かえる！
・車より徒歩自転車で若かえる！
・スロードライブ実践で若かえる！

無事かえる

福かえる

若かえる

自転車盗難はロックで撃退!

・防犯情報・

自転車盗難の約７割が無施錠の
状態で被害に遭っています。

施錠はもちろん、
ワイヤー錠など
『ツーロック』で、
大切な自転車を守ろう！

警察からのお願い！
〇自転車から離れる時は、必ず鍵をかけましょう。
〇ワイヤー錠などで『ツーロック』をしましょう。
〇住宅の敷地内や駐輪場でも、必ず鍵をかけま
しょう。
〇自転車の防犯登録をしましょう。

署所在地交番
SYOSYOZAICHI KOBAN













第 85号　可児市文化協会



第 85号　可児市文化協会

事
業
・
予
算
・
役
員
決
定

　

新
緑
の
心
地
よ
い
季
節
の
中
、
四
月
二
十
六
日
に

令
和
七
年
度
総
会
が
可
児
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冨
田
成
輝
可
児
市
長
、

澤
野
伸
市
議
会
議
長
、
堀
部
好
彦
教
育
長
、
篭
橋
義

朗
ア
ー
ラ
館
長
を
は
じ
め
と
し
、
小
池
市
民
文
化
部

長
、
藤
本
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長
、
各
務
事
務
局
長
の
皆

様
を
お
迎
え
し
、
心
温
ま
る
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

冨
田
市
長
か
ら
は「
文
化
・
芸
術
の
町
、可
児
市
で

そ
れ
を
支
え
る
若
い
方
た
ち
も
参
加
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
最
近
の
物
価
高
騰
の
中
、

円
安
の
影
響
な
ど
で
海
外
か
ら
の
お
客
様
が
増
え
て

い
て
日
本
に
興
味
や
あ
こ
が
れ
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
。
自
分
た
ち
が
努
力
し
て
楽
し
む
と
同
時
に
日
本

の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
、
そ
ん
な

役
割
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。
文
化
協
会
が
発
展
し
て

活
動
が
続
け
て
い
け
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。」

　

篭
橋
館
長
か
ら
は
「
文
化
に
対
す
る
団
体
と
し
て

長
い
歴
史
を
持
っ
た
文
化
協
会
の
協
力
の
下
に
ア
ー

ラ
が
開
館
し
て
二
十
三
年
経
過

し
た
。会
員
数
の
減
少
の
中
、市

民
の
活
動
を
支
援
さ
せ
て
頂
き

な
が
ら
使
い
易
い
劇
場
を
目
指

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
達

が
活
発
に
心
の
豊
か
さ
を
醸
成

（2）

会　

長　
　

成
松　

誠
一　
　

邦
楽
部

副
会
長　
　

出
口
久
美
子　
　

書
道
部

書
記
長　
　

加
藤　

雪
子　
　

邦
楽
部

書
記
補　

※
稲
垣　

隆
子　
　

邦
楽
部

会
計
長　
　

千
藤　

伸
寿　
　

洋
楽
部

理　

事　
　

千
藤　

敦
子　
　

洋
楽
部

　

〃　
　
　

和
田　

豊
子　
　

書
道
部

監　

事　
　

伴
野　

鉦
三　
　

書
道
部

　
　
　
　

※
は
、
理
事
兼
任

で
き
る
よ
う
な
環
境
を
一
緒
に
作
っ
て
い
き
た
い
。」

　

総
会
は
、
会
員
数
一
〇
五
名
に
対
し
て
、
出
席
者

五
一
名
、
委
任
状
提
出
者
三
三
名
、
合
計
有
効
人
数

八
四
名
で
、
会
則
第
十
二
条
に
定
め
る
会
員
総
数
の

三
分
の
二
以
上
を
確
保
す
る
事
が
で
き
成
立
し
ま
し

た
の
で
、
次
の
事
項
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

①　

令
和
六
年
度
事
業
報
告
と
決
算
報
告

　

②　

令
和
七
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案

　

③　

本
部
役
員
の

　
　
　

承
認
、
人
事

　

こ
れ
ら
の
議
案
に

つ
い
て
審
議
頂
き
、

監
査
報
告
の
後
、
令

和
七
年
度
の
事
業
計

画
案
並
び
に
予
算
案

と
も
に
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
新
役
員
も
下

記
の
と
お
り
選
出
さ

れ
、
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

各
委
員
会
役
員

　

会　

報　

委　

員

　
　
　

本　

部　
　

出
口
久
美
子　
　

　
　
　
　

〃　
　
　

千
藤　

伸
寿　
　
　

　
　
　

邦
楽
部　
　

渡
辺　

和
子　
　
　

　
　
　

洋
楽
部　
　

千
藤　

伸
寿　
　
　

　
　
　

書
道
部　
　

出
口
久
美
子

　

研　

修　

委　

員　

　
　
　

本　

部　
　

稲
垣　

隆
子

　
　
　

邦
楽
部　
　

渡
辺　

和
子

　
　
　

書
道
部　
　

伴
野　

鉦
三

　

㏋　

委　

員　
　

　
　
　

本　

部　
　

出
口
久
美
子

　
　
　

邦
楽
部　
　

加
藤　

雪
子

　
　
　

洋
楽
部　
　

千
藤　

伸
寿

　
　
　

書
道
部　
　

出
口
久
美
子

　

以
上　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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　可児市文化協会は芸術文化の振興、文化水準の向上を目的とし
て活動しております。今後とも文化協会の活動を継続し、郷土の文
化、芸術の発展と地域の活性化のために努力してまいります。何卒
私共の主旨にご賛同いただき、是非とも「賛助会員」となって、側
面からのご支援とご協力を賜りたいと存じます。
※賛助会員の年会費
○年会費は、１口３，０００円です。何口でもご支援ください。
※賛助会員の特典
○賛助会員になっていただいた皆様には、邦楽部・洋楽部の発表
　会へのご案内及び、書道部の作品展へのご案内をいたします。
○「可児市文化協会ホームページ」への掲載と、賛助会員様への
　リンクを設定します。
　上記の他に、「文化協会会報」へ賛助会員様の社名・個人名を
　掲載いたします。

☆カヤバ株式会社様 ☆きもの処 美のり様
☆タイヤ館 可児店様 ☆せんら珈琲 可児店様
☆有限会社 日生様 ☆カフェレスト 花泉様
☆可児かまど本店様 　　　　　　　（順不同）

 部門名 総  数 個人会員 団体会員

 62 0 62

 13 13 0

 21 0 21

 96 13 83

邦楽部

洋楽部

書道部

合 計 

（令和 7 年 8月末現在）

 項　　　　目 本年度予算 前年度実績 増　　 減 備　　 考

 項　　　　目 本年度予算 前年度実績 増　　 減 備　　 考

 前 年 度 繰 越 金 405, 530 444, 151 －38, 621
 会 　 員 　 会 　 費 141, 200 141, 200 0 
 公　的　補　助　金 800, 000 800, 000 0 可児市助成金
 賛　助　会　員　費 48, 000 48, 000 0 3000円×16口
 特　別　積　立　金 0 0 0 
 事　業　参　加　費 150, 000 179, 000 －29, 000 
 雑　　　収　　　入 0 0 0 利息、その他
 計 1, 544, 730 1, 612, 351 －67, 621

 事　　　業　　　費 500, 000 374, 561 125 439 
 部　門　助　成　金 400, 000 359, 000 41, 000 部門年間助成金
 部　門　活　動　費 100, 000 20, 000 80, 000 特別活動助成金
 研　修　助　成　金 150, 000 186, 031 －36, 031 研修旅行助成
 広　　　報　　　費 150, 000 140, 380 9, 620 会報、ホームページ
 消 　 耗 　 品 　 費 50, 000 15, 404 34, 596 印刷、コピー  等
 通　　　信　　　費 5, 000 446 4, 554 切手、はがき  等
 会　　　議　　　費 50, 000 0 50, 000 湯茶等
 総　　　会　　　費 130, 000 110, 999 19, 001 会場費、総会資料
 雑　　　　　　　費 3, 000 0  3, 000
 予　　　備　　　費 6, 730 0  6, 730
 返　　　還　　　金 0 0 0 
 繰　　越　　金（残） 0 405, 530 －405, 530
  計 1, 544, 730 1, 612, 351 －67, 621

（単位：円）

（単位：円）

一 般 会 計
　（収入の部）

　（支出の部）
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邦
楽
部
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

渡
辺　

和
子

　

昨
年
は
文
化
協
会
邦
楽
部
「
音
・
唄
・
舞
」
の
発

表
会
を
盛
会
に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
が
減
少
す
る
中
、
多
く
の
お
客
様
に
足
を
運

洋楽部音楽会風景

西川流三寿生ゆりの会

琴艶会合奏部

　

洋
楽
部
活
動　

  　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

千
藤　

伸
寿

　

平
素
は
洋
楽
部
の
活
動
に
ご
協
力
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
洋
楽
部
の
会
員
が
個
人
会
員

の
み
に
な
り
十
年
と
な
り
、
随
分
と
時
が
経
ち
ま
し

た
。
演
奏
会
の
会
場
も
小
劇
場
か
ら
ロ
フ
ト
へ
と
縮

小
し
開
催
を
し
て
お
り
ま
す
。
少
人
数
と
な
り
メ

リ
ッ
ト
も
あ
れ
ば
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
人
数

ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
き

な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
歩
一
歩
進

化
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
発
表
会
は
十
二
月
二
十
一
日
（
日
）、

ア
ー
ラ
小
劇
場
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
会
員
一
同

頑
張
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

現
在
、
邦
楽
部
は
六
団
体
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
詩
吟
・
箏
（
二
団
体
）
・
大
正
琴
・
日
本
舞
踊

（
二
団
体
）
で
す
。
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帷子地区センターまつり

　

書
道
部
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
長　

出
口 

久
美
子

　

可
児
市
文
化
協
会
は
創
立
四
十
二
年
目
に
入
り
、

各
部
門
の
年
齢
層
も
高
齢
に
な
っ
て
き
て
い
る
中
、

日
本
文
化
の
一
つ
で
あ
る
書
道
を
学
び
な
が
ら
日
々

研
鑽
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

書
道
部
で
は
、
年
に
一
度
講
座
を
企
画
し
て
今
年

度
は
写
経
を
勉
強
し
ま
し
た
。
般
若
心
経
の
全
文
を

書
く
こ
と
で
無
我
の
境
地
に
な
り
心
を
落
ち
着
か
せ

て
く
れ
ま
す
。
全
文
書
く
の
に
一
時
間
か
ら
一
時
間

半
か
か
り
ま
す
が
昨
今
の
混
沌
と
し
た
世
相
か
ら
離

れ
て
心
を
無
に
す
る
こ
と
で
気
持
ち
が
洗
い
流
さ
れ

ま
す
。
写
経
を
書
く
に
あ
た
っ
て
は
作
法
が
あ
り
、

ま
ず
は
心
を
落
ち
着
か
せ
て
姿
勢
を
正
し
て
書
写
す

る
こ
と
で
す
。
写
経
は
宗
教
的
な
意
味
だ
け
で
な

く
、
書
道
の
「
集
中
力
向
上
・
ス
ト
レ
ス
解
消
・
心

身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
に
つ
な
が
り
心
の
修
行
に
な
り

編

集

後

記

　

今
年
度
も
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、
無
事
に
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
と
も
文
化
協
会
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

編
集
委
員
長　

出
口　

久
美
子

　

ご
意
見
、
活
動
状
況
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
原
稿
は
左
記
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
　

可
児
市
下
恵
土　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
　
　

文
化
協
会
会
報
編
集
委
員
会

　

連
絡
先　

出
口　
　
　
　
　
　
　

電
話
〇
五
七
四
（
六
五
）
九
二
六
九

が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
非
常
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

が
楽
に
な
り
又
、
出
演
者
が
満
足
ゆ
く
持
ち
時
間
を

得
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ロ
フ
ト

に
変
わ
っ
た
こ
と
で
お
客
様
と
の
距
離
が
と
て
も
近

く
に
感
じ
ら
れ
、
一
体
感
が
持
て
る
な
ど
良
い
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
や
は

り
集
客
の
問
題
と
予
算
か
と
思
い
ま
す
。
集
客
に
関

し
て
は
今
の
と
こ
ろ
ロ
フ
ト
が
満
席
に
な
る
状
況
に

な
っ
て
お
り
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
お
聴
き
頂
い
て

お
り
、
そ
れ
ほ
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
は
な
っ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
予
算
は
や
は
り
厳
し
い
状
況
で
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
成
な
ど
は
、
業
者
の
も
の
で
は
な
く
ペ

ラ
の
用
紙
で
作
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
す
。
い
つ

か
は
小
劇
場
で
と
の
声
を
会
員
や
お
客
様
か
ら
聞
き

ま
す
が
と
て
も
開
催
は
難
し
い
様
で
す

　

さ
て
、
今
年
度
の
演
奏
会
で
す
が
、
二
月
又
は
三

月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
決
定
い
た
し
ま

し
た
ら
皆
様
に
周
知
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
す
。
一
文
字
一
文
字
丁
寧
に
書
く
こ
と
で
心
が
静

ま
り
ま
す
。

　

書
道
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
も
難
し
く
考
え

ず
、
一
度
虚
無
の
境
地
で
筆
を
持
っ
て
挑
戦
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。
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回覧
可児市のご協力により、岐阜医療科学大学と

（株）レナテックが共同で行う

令和７年度経産省Go-Tech研究助成金事業

今話題のメタロ・バランス検査

認知障害 ＆がん
リスク検査

２４,200円が無料に！

もしかして軽い
認知機能の低下
があるかも

※認知障害検査はMCI（軽度認知障害）検査です。MCIは認知症の手前で、トレーニングなどによる
回復が見込まれています。放置すると1年で10％が認知症に進み、認知症になると回復は困難です。

特典①
たった一度の採血でがんとMCIのリスクが検査できる
メタロ・バランス検査を無料でご提供いたします。

特典②
MCIのリスクが高い方は、抽選で６ヶ月間無料の回復
トレーニング（レモンスクール）が受けられます。

詳細は裏面をご覧ください ＞＞＞

対象者

●採血のご協力＋自宅採尿をご持参いただける方

●以前と比べて物忘れが多いと感じる方

●ご家族や周りの方から物忘れを指摘されることが多くなった方

●採血場所（桜ケ丘クリニック）に来ていただける方

●この検査でMCIリスクが高いと判定された方の中で、抽選で選ば

れた場合は、2026年4月～9月、2026年10月～2027年3月のい

ずれかで、週1回90分、可児市内で開校するMCI回復レモンスクー

ルにご参加いただけます（参加費無料）

・免疫不全症候群の方

・先天性代謝異常の方

・透析をされている方

・現在がんの方、またはがん治療終了後

1年未満の方

・認知症と医療機関で診断された方

・認知症治療中の方

65～80歳までの男女（市内優先） 注意
以下の方は
お申込みができません。

会
場 桜ケ丘クリニック

（可児市桜ケ丘６丁目73-8）
お車でお越しいただけます

日
程

11月25日（火） 12月23日（火） 1月27日（火）
2025年 2026年

いずれかの１日、9：00～12：00の間となります。

0463-74-4646
専用
電話

：

運営：株式会社レナテック 神奈川県伊勢原市高森4-19-15
0463-92-6114（平日9時～17時 土日祝休み）

お申込み
はこちら

https://gotech.renatech.co.jp/kan

QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

お申込みはこちら ★先着300名です。お早めに★

桜ケ丘クリニッ

クでは対応い

たしません。

65～80歳の
方がお申込み
できます

https://gotech.renatech.co.jp/kan


可児市のご協力により、岐阜医療科学大学と
（株）レナテックが共同で行う
令和７年度経産省Go-Tech研究助成金事業

研究に協力できるかたを募集します！

レナテックが提供する「メタロ・バランス検査」全員無料！！

参加いただく研究の内容について

この研究では

①ご自宅で尿を採取して、当社に送るだけでMCIの検査ができる簡便で、
安価な検査を開発します。
②筑波大学と岐阜医療科学大学との共同研究で、効率の高いMCI包括介入療法を開
発します。非薬物療法で、効果が高く、安全・安価であるレモンスクールを立ちあげ、社
会実装研究を行います。そして、MCI回復方法（レモンプロトコル）を完成し全国の皆様
にお届けいたします。

皆さまのご参加をお待ちしております！皆さまのご参加をお待ちしております！ 研究の詳細
お申込みは
こちら

運営：株式会社レナテック 神奈川県伊勢原市高森4-19-15
0463-92-6114（平日9時～17時 土日祝休み）

血液中の17種類の金属元素濃度を調べその濃度バランスから、がんにかかっている危険度を調

べるという世界初のがんリスク（国内・海外特許取得済み）です。

この検査は、経済産業省の研究助成金を受けて、神奈川県立がんセンターと千葉県がんセンター

との共同研究で生まれました。２０１９年から実用化した新しい検査です。

男性は胃・大腸・肺・すい臓・前立腺の６種類、女性は大腸・胃・肺・肝臓・すい臓・乳・子宮頸・子宮

体・卵巣の９種類のがん危険度を部位別に判定いたします。

また２０２４年からＭＣＩになっている危険度を検査することも出来るようになりました。

この検査費用は合わせて、24,200円（税込）で行っています。

経済産業省の研究助成金（Go-Tech）をもとに、筑波大学、岐阜医療科学大学との共同研究で、

MCIを早期に発見し、脳トレ・運動トレなどの介入療法によりMCIから回復することを目指します。現

在MCIの方は増え続けています。最新の調査では、65歳以上の方の16％、550万人もの方がMCIと

いわれています。早期にMCIを見つけて対応しなければならず、その遅れが大きな社会問題となって

います。しかし、現在安価で簡便なMCI検査がありません。また、MCIが見つかっても、よい薬がありま

せん。最近、開発された高額な薬でも、進行を遅らせる事しかできません。一方、MCIの非薬物療法で

ある運動トレーニングや脳トレ療法は大学等で長年研究し、良い成果が出ていますが、まだ皆様のお

手元に届いていません。今回は、可児市・関市・岐阜市と共同で実施いたします。

レモンプロトコル：Rehabilitation for MCI of one-set protocol

レモンプロトコル尿検体検査

運動療法 認知訓練 在宅トレーニング遠隔管理
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